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1. はじめに
カ バ ノ ア ナ タ ケ（Inonotus obliquus (Ach. ex Pers.) 

Pilat）はタバコウロコタケ科カワウソタケ属に属する担子
菌である（今関ら 2012）。サルノコシカケ科やキコブタケ
科と近縁のキノコであり，シラカンバやダケカンバなどの

カンバ類の生木に主に寄生する白色腐朽菌である。自然環
境下ではカバノアナタケ（図 1）の生育には数年から十数
年を要し発生率は低いとされている。
ロシアのノーベル賞作家アレキサンドル・ソルジェニ
ツィンの「ガン病棟」では，カバノアナタケはガンの予防・
治癒に有効であり，カバノアナタケを煎じて飲用している，
アレクアンドロフ郡の田舎地方は癌患者が少ないとの記述
がある（ソルジェニツィン 1969）。このような事から，カ
バノアナタケの薬効が注目されている。メシマコブやアガ
リクスなどの機能性を有する担子菌より，抗酸化活性が高
いとの報告がある（渡邉ら 2005）。また抗腫瘍活性，血糖
降下作用について，ラットを用いた研究で効果が認められ
ている（水野ら 1996）。
近年，その効果が注目され，健康食品市場で流通するよ
うになり，需要が高まっている。しかし，天然のカバノア
ナタケは発生率が低いため大量供給が困難であり，人為的
に制御された環境下での培養が望まれている。ここでは，
カバノアナタケの生育特性を明らかにし，子実体中の機能
性成分として知られる多糖類の含有量を高めることを試み
た。
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カバノアナタケの菌糸生長に対する培養条件を検討し，子実体を誘起した。さらに子実体の機能性成分として知られる多
糖類の含有量と培地添加物の相関を検討した。生育特性を検討した結果，温度は 30℃，pHは 7，炭素源はグルコース，
フルクトース，マンノース，マルトース，窒素源はイーストエキス，モルトエキス，ペプトンで菌糸の生長が良好であっ
た。次いで，米ヌカまたはコーンパウダーを加えた木粉培地で子実体の形成を検討した。その結果，米ヌカ培地で発生し
た子実体中に多糖類が多く含有されることが明らかになった。
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図 1　カバノアナタケ（Inonotus obliquus）スケール：10 cm
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2. 材料および方法
2.1. 供試菌
カバノアナタケ（Inonotus obliquus）KUMB129：九州
大学森林生産制御学研究室保存菌株。

2.2. 培地
寒天培地 基本培地：グルコース 20 g，ペプトン 4 g，

K
2
HPO

4
 1 g，MgSO

4
 0.5 g，KH

2
PO

4
 0.5 g，寒天 20 g，蒸留

水 1 L，Potato Dextrose Agar（PDA）培地：ポテトスター
チ 4 g，デキストロース 20 g，寒天 15 g，蒸留水 1 L，これ
らを滅菌（120℃，15分間）し，ペトリ皿に分注した。
木粉培地：おが屑に米ヌカまたはコーンパウダーを加え

（95:5）含水率が 60％になるように調製し，深底ペトリ皿
に詰めたものを滅菌（120℃，1時間）した。
放冷した培地に，あらかじめ平面培養した菌そうから直
径 5 mmのディスクを抜き取り中央に接種した。一定期間
培養後，菌そうの直径をノギスで測定した。木粉培地では，
菌糸の蔓延した培地中の多糖類量の求め，引き続いて発生
した子実体の多糖類含有量を測定した。

2.3. 培養条件
温度については 10℃から 35℃までを 5℃毎に，pHにつ

いては 5から 9までを PDA培地を用いて検討した。炭素
源については基本培地のグルコースを，窒素源については
ペプトンを各々置き換えて検討した。それぞれ，種菌接種
から 14日後に菌そう直径を測定し，培養条件を評価した。
Tukey法を使用した多重比較で統計処理を行った。

2.4. 多糖類含有量の測定
試料を 80℃熱水で 1時間抽出する操作を 3回繰り返した。

抽出液を濾過したものを減圧濃縮後，Sevag法でタンパク
質を取り除いた。エタノールを加えて得られた沈殿物を，
無水エタノール，アセトンの順に洗浄し，得られた多糖類
をフェノール -硫酸法で処理し，490 nmでの吸光度を測定
した（福井 1985；松田 1999）。

2.5. 統計処理
統計処理には多重比較検定 Turkey Kramer法を用いた。
なお，試験試料は全ての実験で 3とした。

3. 結果および考察
3.1. 温度
図 2に示す様に，10℃から 35℃まで生長が確認され，

30℃で菌そう直径が最大となり，福島ら（2002）と同様の
結果となった。一般に担子菌の生長には 25℃が最適な温度
であり，カバノアナタケが寒冷地に生息するにもかかわら
ず高温域となった。また，近縁のメシマコブでは菌糸体の
生長に最適な温度は 30℃付近であり（秋山 2002；中村ら 

2000），高温域での生育促進はタバコウロコタケ科の特徴
であると考えられる。

3.2. pH
各 pHで得られた菌そう直径を図 3に示すが，全ての pH

で菌糸の生長が確認された。pH７で菌そう直径が最大と
なったものの，それ以外の pHでは明確な差が見られなかっ
た。ハナビラニカワタケ（山口 ･ 菅野 2008）や冬虫夏草
（Chioza ＆ Ohga 2013）も同様の挙動を示すことが知られて
いる。

3.3. 炭素源
炭素源では菌糸密度に差が表れたため，菌糸密度と菌そ
う直径で評価を行った（図 4，5）。菌糸密度が明らかに低
いガラクトース，スクロース，ラクトース，マンニトール，
コントロールを除外すると，菌そう直径が良好であったの
はグルコース，フルクトース，マンノース，マルトースで

図 2　カバノアナタケの菌糸生長に及ぼす温度の影響 n=3

図 3　カバノアナタケの菌糸生長に及ぼす pHの影響 n=3

図 4　炭素源による菌糸密度の差異
左上から順に，フルクトース，ガラクトース，グルコース，ラクトー
ス，マルトース，モルトエキス，マンニトール，マンノース，スクロー
ス，コントロール
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素の間に有意差は認められなかった。
カバノアナタケ菌糸の生長に最適な窒素源は，イースト
エキス，モルトエキス，ペプトンのような天然物由来の有
機態窒素が有効であると考えられる。イーストエキスには，
必須成長因子であるチアミン以外にリボフラビンやニコチ
ン酸などが豊富に含まれ，ビタミン類によって糖質代謝系
がスムーズに機能し，菌糸体成長が促進するとされている
（山本ら 2003）。

3.5. 添加物
図 8に示す通り，木粉培地での菌糸伸長は米ヌカとコー
ンパウダーの間に明確な差は見られなかった。培地中の多
糖類含有量は，培養日数に伴い減少する傾向が明らかにな
り，米ヌカ培地での減少量が大きかった（図 9）。引き続き，
50日間の培養で子実体の発生を誘起した（図 10）。子実体
中の多糖類含有量は，米ヌカがコーンパウダー培地のもの

あった。グルコース，フルクトース，マンノースは単糖で
あり，カバノアナタケは単糖を好む傾向があると考えられ
る。一方，液体培養での研究では，トレハロース，スクロー
スなどの非還元性二糖類での菌糸生長が良好であった（山
本ら 2003）。寒天培地と液体培地で最適な炭素源が異なる
可能性が考えられる。

3.4. 窒素源
窒素源でも菌糸密度（図 6）に差が見られ，菌糸密度が
低いビーフエキスを除くと，菌そう直径（図 7）が良好であっ
たのは，イーストエキス，モルトエキス，ペプトンであった。
無機態窒素よりも有機態窒素の方が良好である傾向が見ら
れた。また，無機態窒素では硝酸態窒素とアンモニア態窒

図 5　カバノアナタケの菌糸生長に及ぼす炭素源の影響 n=3
図 7　カバノアナタケの菌糸生長に及ぼす窒素源の影響 n=3

図 8　木粉培地における添加物の影響 n=3

図 9　培地中の多糖類含有量 n=3

図 6　窒素源による菌糸密度の差異
左上から順に，酢酸アンモニウム，塩化アンモニウム，硝酸アン
モニウム，硝酸カリウム，硝酸カルシウム，コントロール，アラ
ニン，アルギニン，ビーフエキス，グリシン，メチオニン，ペプトン，
ペプトン，イーストエキス，硫酸アンモニウム
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図 11　子実体中の多糖類含有量 n=3

図 10　木粉培地に発生した子実体
左：米ヌカ培地　右：コーンパウダー培地

よりも多かった（図 11）。米ヌカ培地では，培地中の多糖
類含有量が大きく減少し，子実体中の含有量が増大した。
これらのことから，カバノアナタケの生育には，米ヌカ培
地が適しており，多糖類含有量の高い子実体が得られる事
が明らかになった。
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